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Analysis of Multiage Group Activities in Play Areas













　I examined contact activities in play areas in early childhood by implementing multiage group activities in a class 
of 4- to 5-year-olds. I discuss the issue from the perspectives of the quality of multiage childcare achieved by children 
independently engaging in free-choice activities and the childcare environment of the play area. I obtained the following 
three results: 1） children began to choose play areas with their friends when deliberately provided with several 
opportunities and places to interact, thus enriching the contents of play”; 2） unlike the case with play in the same age 
class, in which children’s growth based on the characteristics of the play area and multiage group activities is confi rmed, 
the independence and growth of each child were more apparent in a multiage class; and 3） proposals to create new 
contacts （e.g. by holding childcare conferences） should be made in light of the result that multiage group activities were 
triggered by recognition by child carers and provision of play areas.
キーワード：「遊び場」主体性，探索的，知的探究活動，人との関わり，保育環境，指導案，保育者の援助
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　筆者が 2013 年度～ 2014 年度に伊丹市Ｋ保育園で実
施した，園内研修での事例を元に分析を行う。この園内
研修では，午前 9 時～ 12 時までの日常の保育を観察し，



















1.　< 事例 1> 言葉・絵本・人形劇などの遊び














































4.5 歳児＜ 2013 年＞
①言葉・絵本・人形劇などの
　遊び（6 月）










































< 乳児さんも変身 > < 絵本やカードであそぶ >
平成 25年 6月 14日（金） きりん組　5歳児－ 22名　（男児 4名　女児 18名）　




























































































































































 事例 1 の遊びを一つにしたことでねらい通り，他クラ
































































































 　前回，きりん組（5 歳児）の B 男が輪ゴムを利用し
て作ったおもちゃで楽しく遊んでいると，他児もした












































平成 26年 6月 12日（木） きりん組　5歳児－ 34名　（男児 15名　女児 19名）　














































































































































































































































　　　 事例 1.2 の遊び場で見られる問題解決の過程で
は，明確な目的意識を持った仲間が集まり「こう
やってみたい」「こうやるといいよ」「いっしょに
しようよ」けれど，どうすればそれが解決するの
か追究を保育者や友達に伝えようと主体的に行動
し，どの遊び場も活気があり異年齢交流が充実し
ていく過程が見られた。
（２）自分の居場所を見つけて遊ぶ
　　　 遊び場の特性と異年齢交流での子どもの育ちと
深化を通して遊び場を選ぶことができない子ども
は，自分のクラスや保育者の回りでうろうろして
過ごしていた。5歳児で普段は元気に活動してい
る子どもが，自分の保育室の遊び場に他のクラス
の子どもが大勢来ると圧倒されて隅の方で遊ぶ子
ども，また，誰もいない廊下に「自分の居場所」
を見つけて，保育室の様子を眺めている子どもな
どの姿が見られたが，でも回数を重ねることで，
友達と一緒に遊び場を選ぶようになる。子どもが
柔軟にうまく遊び相手を見つけてくる様子として，
汐見（1995）が，玩具が出ていて片づけなければ
次の遊びに入れない場合，年長児だけだと自主的
に片づけないのに，年中児が一緒だと年長児が片
づけ出す。といった姿が遊び場でも見られた。異
年齢交流が自然な遊び場であり，集団力も発揮出
来る場となっていた。
（３）見通しを持った遊び場での指導
　　　 保育者自身の「子どもを見る目」や「自己の保
育力」の再確認が重要である。日頃一斉活動タイ
プの保育者の＜遊び場＞どうしても保育者主導型
の「指示の多い保育」になってしまいがちである。
子どもの発想を受け入れ少しでも自由活動が多く
なるように努力している保育者の＜遊び場＞では
一見して遊びが盛り上がっているようには見えな
いが，一人ひとりの子どもが目的を持って行動し
ている姿が見られる。主体的に行動している子ど
もは自分の選んだ遊びに満足し「できた！」「みん
な，みてみて・・・」と自己実現した表現をして
いる。保育者は子どもの育ちや気持ちを考えて，
自発活動に援助や見守りは必然的であるが，長期
的な見通しを持ち必ず遊び出せるという確信があ
れば，保育者は大胆に子ども達に
（４）保育者間の共通理解
　　　 異年齢交流での遊び場は，クラス別保育とは異
なり，とても無気力な子や仲間の中に入れない子，
乱暴な子，日本語がうまく話せない子，少し手の
かかる子は遊びを見つけることができなく何も遊
びをしないで終る日も多くあった。そのような子
を特定の対象児として絞り，その子の遊び場での
成長，発達と保育者の働きかけのあり方を保育者
間で検討し，そういう子の発達状況をどう理解し，
どう働きかけが良いのか，遊び場での状況や保育
経過の報告の議論を重ねた。一人ひとりの活動を
メモ書きすることで，保育者は子どもを把握する
力や子ども理解をすることができ子どもを見る目
が耕され深くなった。
　　　 『幼稚園教育要領』が改訂され，子どもの特性を
踏まえて個々の子どもとの信頼関係を築き，「主体
性を育てる保育」の観点から子どもの育ちを考え
ていく領域として示している。（引用）
　　 ・友達とのかかわりを深め，思いやりをもつ。
　　　 2008 年（幼稚園教育要領）
　　 ・身近な友達と関わりを深めるとともに，異年齢
の友達など，様々な友達と関わり，思いやりや親
しみを持つ。
　　　 2008 年（保育所保育指針）
　　　 事例①②の遊びは「何を育てるためになのか・・・」
活動を通して「どのような育ちが期待できるの
か・・・」「今子どもは何を求めているのだろうか・・・」
など，子どもの育ちを考えた指導立案を通して，「子
どもが遊びを楽しむ」と言った視点に重きをおい
て展開して行くことで遊び場での触れ合い遊びが
より主体的な活動となることを感じた。
　　　 異年齢児保育の遊び場では，何よりも子ども自
身の充実した本物の体験を豊かに保障し，積み重
ねていくことで充実した深みのある経験を子ども
自身がするようになり，主体的に子ども達と関わ
り遊びの内容が広がり，豊かになって行く姿が見
られた。
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Ⅴ．課題
　　①一つの遊び場にたくさん来た時，個々の子どもの
要求に応じて援助できていない。子どもが好きな遊び
を選ぶことが出来ないなどの実態が見られた。子ども
の自発的行動に任かせることで良いのかどうか疑問が
残った。
　　②保育者自身が遊び場の環境構成について学習する
必要があり，時には教材の本来の目的や使い方を十分
マスターしていなく，子どもと関わることに不安が
あった。また，子どもが保育者の予想外の遊び方を見
つけて楽しむ姿が見られ，子どもの探索・知的探究す
る力の素晴らしさを再認識したり，子どもの遊びから
ヒントを得たりして学ぶことが多くあった。
　　③遊び場での子どもの遊びの記録の大切さ，何に興
味を持ち，どのように工夫し，どのくらい遊んだら別
の遊びに移るのか，また，異年齢児との交流の関わり
はどうであったなど細やかな研究が必要となった。
　　④遊び場での経験した遊びを，各クラスでどのよう
に再現したり，発展させたりして，遊び場での触れ合
い遊びへ期待を持たせるだけで良いのか。各遊び場の
探察，知的探究心を育てる環境構成としての，磁石，
虫めがね，数，言葉にかかわる教材などを 5歳児，4
歳児の保育室に常設をする必要があるのではなかろう
か。
　　本研究においては，4歳児 5歳児の幼児期の子ども
達の発達を踏まえて，保育実践における異年齢児との
遊び場での触れ合い遊びの分析から，結果①②③④が
見えて来た。
　　①子どもの主体性を育てるには、「子どもの自発的
行動」に任せていたのでは経験することに限りがある。
　　②保育者自身の「子どもを見る目」や「自己の保育
力」の再確認の必要性がある。
　　③遊び場を選んで遊ぶ子どもの人数に大差が生じ、
その場に応じた子どもへのかかわりが十分できない遊
び場があった。
　　④各クラスにおいても、遊び場の探索、知的探求心
を育てる環境構成を、常設する必要がある。
　　今後は、①②③④の課題をより深く微細に分析し、
理論を精緻化や教材研究からの分析などまだ多数課題
が残った。今後は本研究を土台にして研究を積み重ね
て行きたい。
Ⅵ．注・引用文献
注１）保育所保育指針　『第一章』　(2008)
注２）幼稚園教育要領　『主体性を育てる保育』　(2008)
注３）大阪府私立幼稚園連盟　（『公開研究保育』資料）P20　(1996)
注４）大阪府私立幼稚園連盟　（『公開研究保育』資料）P22  (1996)
1. 大阪府私立幼稚園連盟　『公開研究保育』　1996　pp20、22
150
阪　上　節　子
